
交付運用報告書

アライアンス・バーンスタイン株式会社
〒100-0011　東京都千代田区内幸町二丁目1番6号 日比谷パークフロント
お問合せ先　お客様窓口
電 話 番 号　03-5962-9687（受付時間：営業日の午前9時から午後5時まで）
ホームページアドレス https://www.alliancebernstein.co.jp

受益者のみなさまへ
毎々、格別のご愛顧にあずかり厚くお礼申し上げます。
さて、このたび「アライアンス・バーンスタイン・世

界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジあり）
「アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファ
ンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）」は第1期の決
算を、また「アライアンス・バーンスタイン・世界
ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジあり）」
「アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファ
ンド（毎月決算型・為替ヘッジなし）」は第4期の決算
を行いました。
当該ファンドは、主要投資対象であるルクセンブルグ

籍の円建外国投資証券への投資を通じて、主に環境また
は社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り組
んでいると考えられる世界各国の様々な発行体の債券等
に投資し、信託財産の長期的な成長を目指します。当作
成対象期間もこれに沿った運用を行ってまいりました。
ここに、当該ファンドの運用状況をご報告申し上げま

す。今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い
申し上げます。

○�交付運用報告書は、運用報告書に記載すべき事項のうち重要なものを記載した書面です。その他の内容については、運用報告書（全体版）に記
載しております。

○�運用報告書（全体版）は、受益者の方からのご請求により交付されます。書面での交付をご請求される方は、販売会社までお問い合わせください。
○�当ファンドは、信託約款において運用報告書（全体版）に記載すべき事項を、電磁的方法によりご提供する旨を定めております。運用報告書（全
体版）は、アライアンス・バーンスタイン株式会社のホームページにて閲覧・ダウンロードいただけます。

＜「運用報告書（全体版）」の閲覧・ダウンロード方法＞
上記ホームページアドレスにアクセス ➡ 「基準価額一覧（国内投資信託）」を選択 ➡ 「債券型」の表内の当ファンド名を選択 ➡ 「運用報告書（全
体版）」のリンクを選択

年２回決算型・為替ヘッジあり
第1期末（2022年1月17日）
基準価額 9,795円
純資産総額 112百万円

第1期
騰落率 △ 2.1％

分配金（税込み）合計 0円
毎月決算型・為替ヘッジあり

第4期末（2022年1月17日）
基準価額 9,794円
純資産総額 50百万円

第1期～第4期
騰落率 △ 2.1％

分配金（税込み）合計 0円

年２回決算型・為替ヘッジなし
第1期末（2022年1月17日）
基準価額 10,038円

純資産総額 273百万円
第1期

騰落率 0.4％
分配金（税込み）合計 0円
毎月決算型・為替ヘッジなし

第4期末（2022年1月17日）
基準価額 10,039円

純資産総額 23百万円
第1期～第4期

騰落率 0.4％
分配金（税込み）合計 0円

（注）�騰落率は分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算
したもので、小数第2位を四捨五入して表示しております。

（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジあり）
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジあり）
アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジなし）
追加型投信／内外／債券
年２回決算型	 第1期（決算日2022年1月17日）
毎月決算型	 第1期（決算日2021年10月15日）		 第2期（決算日2021年11月15日）
		 第3期（決算日2021年12月15日）		 第4期（決算日2022年1月17日）
作成対象期間（2021年10月5日～2022年1月17日）
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジあり）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジあり）(以
下「当ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。

期中の基準価額等の推移 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

9,700

9,750

9,800

9,850

9,900

9,950

10,000

10,050

0

100

200

300

400

500

600

700

2021/10/5 2021/10 2021/11 2021/12 2022/1/17

設定日：10,000円
期 末： 9,795円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率：△ 2.1％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、当初設定日（2021年10月5日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
当ファンドの基準価額(分配金(税込み)再投資)は当初設定日比2.1％※の下落となりました。

※�基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数料等を考慮しておりま
せんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主としてルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・

ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」への投資を通じて運用を行います。当期
における基準価額の主な変動要因は次のとおりです。
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下落要因：保有している投資適格社債やハイイールド社債の価格下落
為替のヘッジ・コスト

１万口当たりの費用明細 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 18 0.182 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 2） （0.016）    委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価

（ 販 売 会 社 ） （16） （0.158） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.008） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.000 （b）�売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （ 0） （0.000） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（c） そ の 他 費 用 2 0.025 （c）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ そ の 他 ） （ 2） （0.025） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付および届出に係る費用等

合 計 20 0.207

期中の平均基準価額は、9,910円です。
（注）期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。
（注）組入投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファンドの概要」に表示することとして

おります。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は

四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は1.23％です。

総経費率
1.23％ 当ファンド

0.73％
当ファンド
0.73％

投資先
ファンド
0.50％

投資先
ファンド
0.50％

運用管理費用
（投信会社）
0.06％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.09％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用以外
0.00％

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.23

①当ファンドの費用の比率 0.73

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.50

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2017年1月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの当初設定日は2021年10月5日です。

2021年10月5日 2022年1月17日
設定日 決算日

基準価額 （円） 10,000 9,795
期間分配金合計（税込み） （円） － 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 2.1
純資産総額� （百万円） 1 112

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2022年1月17日の騰落率は当初設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドの運用方針に類似した適切な指標が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設けており
ません。
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投資環境 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当期の投資適格社債市場は、2021年10月半ばにかけて比較的堅調な企業決算を受けて上昇しました。

その後はレンジで推移し、12月初旬にかけて新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)への警戒感な
どから下落しました。その後、再び上昇しましたが、2022年に入ると米国の利上げ観測が高まったこと
を背景に下落しました。

新興国債券市場は、2021年11月上旬にかけて欧米の堅調な株式市場の流れを受けて上昇した後、欧
州の新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウンへの警戒感や、オミクロン株が確認されたことな
どが嫌気され11月末にかけて下落しました。その後上昇したものの、2022年に入ると米国の利上げ観
測が高まり米国金利が上昇したことを受けて下落しました。

ハイイールド社債市場は、2021年11月上旬にかけて米国国債の金利低下に伴い上昇した後、利上げ
観測の高まりやオミクロン株の拡大懸念から11月末にかけて下落しました。2021年年末にかけてはオ
ミクロン株への過度な警戒感が後退したことから上昇しましたが、2022年に入ると弱含みました。

当ファンドのポートフォリオ � （2021年10月5日～2022年1月17日）

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持しました。
また、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」にも投資を行い

ました。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）】
SDGs＊達成に貢献する発行体等を選別するトップダウンアプローチにより、長期的な観点から事業

存続可能性の高い発行体を抽出し、幅広い債券セクターから魅力度の高い投資機会を追求して運用しま
した。

その結果、セクター配分においては、ハイイールド社債や投資適格社債などを上位としました。国別
配分においては、米国などを上位としました。

＊�「SDGs(エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標)」とは、貧
困や不平等、環境破壊などの様々な問題を解決することを目指す、世界共通の目標です。17の目標
(GOALs)と、より具体的な169のターゲットから構成されています。2015年9月の国連サミットで、
2016年から2030年までの国際目標として採択されました。
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【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資することにより、信託財

産の成長を図ることを目標とし、日本国債の長期国債先物への投資を行いました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当ファンドは特定の指数を上回ることを目指す運用

を行っていないため、ベンチマークおよび参考指数を
設けておりません。

分配金 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、

収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を
行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第１期

2021年10月５日～
2022年１月17日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 45
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

基準価額

基準価額（騰落率）
（％）

-3.0

-2.5

-2.0

-1.5

-1.0

-0.5

0.0

0.5

第1期
2022/1/17

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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今後の運用方針

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持します。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）】
パンデミック下の金融市場では、金融緩和による低金利と財政刺激による景気支援という二本柱の政

策が市場を下支えしてきました。今後市場では、米国における資産購入の縮小など金融・財政の政策動
向に加え、パンデミックのサイクルと実体経済の回復といった循環要因などが注目されます。足元では
オミクロン株の感染拡大が懸念されるなど不確実性が高い環境下、様々な債券セクターを投資対象とす
ることで攻めと守りの両方の局面に対応する方針です。市場環境に応じてより魅力的な債券セクターに
重点的に資産配分を行うことで、相対的に高い格付けと好利回りの両立を目指します。また、グローバ
ル社会が強くコミットしているSDGs(持続可能な開発目標)達成への貢献度を考慮することで、環境変
化への対応に優れ事業が存続する可能性が高い企業や、サステナブルな社会を実現する国などの発行体
を選別して投資します。こうした発行体の債券は、長期的な信用力の安定が見込めるほか、投資家の需
要の高まりの恩恵を受けやすいとみています。引き続き、環境または社会志向等の持続可能な投資テー
マに積極的に取り組む世界各国の発行体の債券に投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して
運用を行います。

【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
引き続き、主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資を行います。

（注）将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。
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お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2032年1月15日まで（信託設定日：2021年10月5日）。
運 用 方 針 日本を含む世界各国の債券等を実質的な主要投資対象とし、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・ 
世界ＳＤＧｓ債券ファンド 

（年２回決算型・為替ヘッジあり）

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポー
トフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）を主要投資対象とします。
このほか、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」
の受益証券にも投資を行います。なお、短期有価証券および短期金融商品等に直接
投資する場合があります。

ＡＢ SICAV I- サステナブル・ 
インカム・ポートフォリオ  
クラスS1QGシェアーズ 

（為替ヘッジあり）

日本を含む世界各国の債券等

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イン デ ックス・ 
マザーファンド

わが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物

運 用 方 法

・�主要投資対象ファンドへの投資を通じて、主に環境または社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り
組んでいると考えられる、世界各国の様々な発行体の債券等に投資します。

・�主要投資対象ファンドの運用は、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーが行います。
＊アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）には、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーとその傘下の関連会社を含みます。

・�世界の債券市場から、AB独自のSDGs分析を活用し、より魅力的な投資機会を追求します。
・�主要投資対象ファンドにおいて、原則として同クラスの純資産総額を米ドル換算した額と同額程度の「米ドル

売り／円買い」の為替取引を行い、対円での為替変動リスクの軽減を図ります。
・�当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式により運用を行います。

分 配 方 針

原則として、毎決算時（毎年1月15日および7月15日。休業日の場合は翌営業日）に、以下の方針に基づき分配
を行います。
・�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・�収益分配金額は、委託者が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、将来の収益分配金の支

払いおよび金額について保証するものではなく、分配対象額が少額の場合等には、分配を行わない場合もあり
ます。

・�留保金の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

-40

-20

0

20

40

60

80

100

当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年1月末～2021年12月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 － 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 － △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 4.0 △ 7.9 △ 9.4
平均値 － 10.6 16.8 13.9 0.1 3.3 4.0

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2017年1月～2021年12月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、運用期間が1年未満であるため掲載しておりません。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P44の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2022年1月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第1期末

％
ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラス
S1QGシェアーズ（為替ヘッジあり） 98.0

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

投資信託受益証券
98.0％

投資信託受益証券
98.0％

親投資信託受益証券
0.0％

その他
2.0％

○国別配分

ルクセンブルグ
98.0％

ルクセンブルグ
98.0％

日本
0.0％

その他
2.0％

○通貨別配分

円
98.0％
円

98.0％

その他
2.0％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第1期末
2022年1月17日

純 資 産 総 額 112,274,397円
受 益 権 総 口 数 114,629,992口
1万口当たり基準価額 9,795円

（注）期中における追加設定元本額は116,115,345円、同一部解約元本額は2,485,353円です。
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（年２回決算型・為替ヘッジなし）(以
下「当ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。

期中の基準価額等の推移 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

9,800

9,900

10,000

10,100

10,200

10,300

10,400

10,500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2021/10/5 2021/10 2021/11 2021/12 2022/1/17

設定日：10,000円
期 末：10,038円（既払分配金（税込み）：0円）
騰落率： 0.4％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、当初設定日（2021年10月5日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
当ファンドの基準価額(分配金(税込み)再投資)は当初設定日比0.4％※の上昇となりました。

※�基準価額の騰落率は、税込み分配金を決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数料等を考慮しておりま
せんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主としてルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・

ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」への投資を通じて運用を行います。当期
における基準価額の主な変動要因は次のとおりです。
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上昇要因：円安ドル高となったこと

下落要因：保有している投資適格社債やハイイールド社債の価格下落

１万口当たりの費用明細 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

項 目 当 期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 18 0.182 （a）�信託報酬＝期中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 2） （0.016）    委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価

（ 販 売 会 社 ） （16） （0.158） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.008） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.000 （b）�売買委託手数料＝期中の売買委託手数料÷期中の平均受益権口数

（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （ 0） （0.000） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（c） そ の 他 費 用 3 0.025 （c）�その他費用＝期中のその他費用÷期中の平均受益権口数

（ そ の 他 ） （ 3） （0.025） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付および届出に係る費用等

合 計 21 0.207

期中の平均基準価額は、10,141円です。
（注）期中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。
（注）組入投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファンドの概要」に表示することとして

おります。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位未満は

四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

当期中の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料および有
価証券取引税を除く。）を期中の平均受益権口数に期中の平均基準価額（１口当たり）を乗じた数
で除した総経費率（年率）は1.26％です。

総経費率
1.26％ 当ファンド

0.73％
当ファンド
0.73％

投資先
ファンド
0.53％

投資先
ファンド
0.53％

運用管理費用
（投信会社）
0.06％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.09％

運用管理費用
0.53％

運用管理費用
0.53％

運用管理費用以外
0.00％

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.26

①当ファンドの費用の比率 0.73

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.53

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2017年1月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

9,800

9,900

10,000

10,100

10,200

10,300

10,400

10,500

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

2017/1 2018/1 2019/1 2020/1 2021/1 2022/1

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの当初設定日は2021年10月5日です。

2021年10月5日 2022年1月17日
設定日 決算日

基準価額 （円） 10,000 10,038
期間分配金合計（税込み） （円） － 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 0.4
純資産総額� （百万円） 1 273

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2022年1月17日の騰落率は当初設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドの運用方針に類似した適切な指標が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設けており
ません。
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投資環境 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当期の投資適格社債市場は、2021年10月半ばにかけて比較的堅調な企業決算を受けて上昇しました。

その後はレンジで推移し、12月初旬にかけて新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)への警戒感な
どから下落しました。その後、再び上昇しましたが、2022年に入ると米国の利上げ観測が高まったこと
を背景に下落しました。

新興国債券市場は、2021年11月上旬にかけて欧米の堅調な株式市場の流れを受けて上昇した後、欧
州の新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウンへの警戒感や、オミクロン株が確認されたことな
どが嫌気され11月末にかけて下落しました。その後上昇したものの、2022年に入ると米国の利上げ観
測が高まり米国金利が上昇したことを受けて下落しました。

ハイイールド社債市場は、2021年11月上旬にかけて米国国債の金利低下に伴い上昇した後、利上げ
観測の高まりやオミクロン株の拡大懸念から11月末にかけて下落しました。2021年年末にかけてはオ
ミクロン株への過度な警戒感が後退したことから上昇しましたが、2022年に入ると弱含みました。

円ドル相場は、円安ドル高となりました。
2021年11月下旬にかけて米国の早期利上げ観測が高まったことを背景に円安ドル高基調で推移した後、

オミクロン株の感染拡大懸念から円が買い戻されました。2022年初にかけては、米国のテーパリング加
速観測が高まり再び円安ドル高基調となりましたが、その後米国株式市場が下落するなど投資家のリス
ク回避姿勢が強まり、円がやや戻しました。

当ファンドのポートフォリオ � （2021年10月5日～2022年1月17日）

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持しました。
また、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」にも投資を行い

ました。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）】
SDGs＊達成に貢献する発行体等を選別するトップダウンアプローチにより、長期的な観点から事業

存続可能性の高い発行体を抽出し、幅広い債券セクターから魅力度の高い投資機会を追求して運用しま
した。

その結果、セクター配分においては、ハイイールド社債や投資適格社債などを上位としました。国別
配分においては、米国などを上位としました。
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＊�「SDGs(エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標)」とは、貧
困や不平等、環境破壊などの様々な問題を解決することを目指す、世界共通の目標です。17の目標
(GOALs)と、より具体的な169のターゲットから構成されています。2015年9月の国連サミットで、
2016年から2030年までの国際目標として採択されました。

【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資することにより、信託財

産の成長を図ることを目標とし、日本国債の長期国債先物への投資を行いました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当ファンドは特定の指数を上回ることを目指す運用

を行っていないため、ベンチマークおよび参考指数を
設けておりません。

基準価額

基準価額（騰落率）
（％）

-0.1

0.0

0.1

0.2

0.3

0.4

0.5

第1期
2022/1/17

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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分配金 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。なお、

収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて運用を
行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第１期

2021年10月５日～
2022年１月17日

当期分配金 －
（対基準価額比率） －％

当期の収益 －
当期の収益以外 －

翌期繰越分配対象額 52
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の当期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

今後の運用方針

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持します。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）】
パンデミック下の金融市場では、金融緩和による低金利と財政刺激による景気支援という二本柱の政

策が市場を下支えしてきました。今後市場では、米国における資産購入の縮小など金融・財政の政策動
向に加え、パンデミックのサイクルと実体経済の回復といった循環要因などが注目されます。足元では
オミクロン株の感染拡大が懸念されるなど不確実性が高い環境下、様々な債券セクターを投資対象とす
ることで攻めと守りの両方の局面に対応する方針です。市場環境に応じてより魅力的な債券セクターに
重点的に資産配分を行うことで、相対的に高い格付けと好利回りの両立を目指します。また、グローバ
ル社会が強くコミットしているSDGs(持続可能な開発目標)達成への貢献度を考慮することで、環境変
化への対応に優れ事業が存続する可能性が高い企業や、サステナブルな社会を実現する国などの発行体
を選別して投資します。こうした発行体の債券は、長期的な信用力の安定が見込めるほか、投資家の需
要の高まりの恩恵を受けやすいとみています。引き続き、環境または社会志向等の持続可能な投資テー
マに積極的に取り組む世界各国の発行体の債券に投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して
運用を行います。
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【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
引き続き、主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資を行います。

（注）将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。

お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2032年1月15日まで（信託設定日：2021年10月5日）。
運 用 方 針 日本を含む世界各国の債券等を実質的な主要投資対象とし、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・ 
世界ＳＤＧｓ債券ファンド 

（年２回決算型・為替ヘッジなし）

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポー
トフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）を主要投資対象とします。
このほか、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」
の受益証券にも投資を行います。なお、短期有価証券および短期金融商品等に直接
投資する場合があります。

ＡＢ SICAV I- サステナブル・ 
インカム・ポートフォリオ  
クラスS1QGシェアーズ 

（為替ヘッジなし）

日本を含む世界各国の債券等

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イン デ ックス・ 
マザーファンド

わが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物

運 用 方 法

・�主要投資対象ファンドへの投資を通じて、主に環境または社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り
組んでいると考えられる、世界各国の様々な発行体の債券等に投資します。

・�主要投資対象ファンドの運用は、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーが行います。
＊アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）には、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーとその傘下の関連会社を含みます。

・�世界の債券市場から、AB独自のSDGs分析を活用し、より魅力的な投資機会を追求します。
・�実質的な組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
・�当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式により運用を行います。

分 配 方 針

原則として、毎決算時（毎年1月15日および7月15日。休業日の場合は翌営業日）に、以下の方針に基づき分配
を行います。
・�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・�収益分配金額は、委託者が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、将来の収益分配金の支

払いおよび金額について保証するものではなく、分配対象額が少額の場合等には、分配を行わない場合もあり
ます。

・�留保金の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年1月末～2021年12月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 － 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 － △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 4.0 △ 7.9 △ 9.4
平均値 － 10.6 16.8 13.9 0.1 3.3 4.0

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2017年1月～2021年12月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、運用期間が1年未満であるため掲載しておりません。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P44の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2022年1月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第1期末

％
ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラス
S1QGシェアーズ（為替ヘッジなし） 98.0

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

投資信託受益証券
98.0％

投資信託受益証券
98.0％

親投資信託受益証券
0.0％

その他
2.0％

○国別配分

ルクセンブルグ
98.0％

ルクセンブルグ
98.0％

日本
0.0％

その他
2.0％

○通貨別配分

円
98.0％
円

98.0％

その他
2.0％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第1期末
2022年1月17日

純 資 産 総 額 273,593,631円
受 益 権 総 口 数 272,554,330口
1万口当たり基準価額 10,038円

（注）期中における追加設定元本額は272,163,950円、同一部解約元本額は609,620円です。
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジあり）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジあり）(以下「当
ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。

作成期間中の基準価額等の推移 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

9,700

9,750

9,800

9,850

9,900

9,950

10,000

10,050

0

50

100

150

200

250

300

350

2021/10/5 2021/10/15 2021/11/15 2021/12/15 2022/1/17

設 定 日：10,000円
第 4 期末： 9,794円（既払分配金（税込み）：0円）
騰 落 率：△ 2.1％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、当初設定日（2021年10月5日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
当ファンドの基準価額(分配金(税込み)再投資)は当初設定日比2.1％※の下落となりました。

※�基準価額の騰落率は、各決算期末の税込み分配金を当該決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数料等
を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主としてルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・

ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」への投資を通じて運用を行います。当作
成期における基準価額の主な変動要因は次のとおりです。
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下落要因：保有している投資適格社債の価格下落
為替のヘッジ・コスト

１万口当たりの費用明細 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

項 目 第１期～第４期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 18 0.182 （a）�信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 2） （0.016）    委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価

（ 販 売 会 社 ） （16） （0.158） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.008） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.000 （b）�売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益
権口数

（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （ 0） （0.000） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（c） そ の 他 費 用 2 0.023 （c）�その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数

（ そ の 他 ） （ 2） （0.023） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付および届出に係る費用等

合 計 20 0.205

作成期間中の平均基準価額は、9,910円です。
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。
（注）組入投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファンドの概要」に表示することとして

おります。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位

未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料お
よび有価証券取引税を除く。）を作成対象期間の平均受益権口数に作成対象期間の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.22％です。

総経費率
1.22％ 当ファンド

0.72％
当ファンド
0.72％

投資先
ファンド
0.50％

投資先
ファンド
0.50％

運用管理費用
（投信会社）
0.06％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.08％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用以外
0.00％

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.22

①当ファンドの費用の比率 0.72

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.50

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2017年1月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）

9,700

9,750

9,800

9,850

9,900
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10,000

10,050

0
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2017/1 2018/1 2019/1 2020/1 2021/1 2022/1

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの当初設定日は2021年10月5日です。

2021年10月5日 2022年1月17日
設定日 決算日

基準価額 （円） 10,000 9,794
期間分配金合計（税込み） （円） － 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － △ 2.1
純資産総額� （百万円） 1 50

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2022年1月17日の騰落率は当初設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドの運用方針に類似した適切な指標が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設けており
ません。
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投資環境 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当作成期の投資適格社債市場は、2021年10月半ばにかけて比較的堅調な企業決算を受けて上昇しま

した。その後はレンジで推移し、12月初旬にかけて新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)への警
戒感などから下落しました。その後、再び上昇しましたが、2022年に入ると米国の利上げ観測が高まっ
たことを背景に下落しました。

新興国債券市場は、2021年11月上旬にかけて欧米の堅調な株式市場の流れを受けて上昇した後、欧
州の新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウンへの警戒感や、オミクロン株が確認されたことな
どが嫌気され11月末にかけて下落しました。その後上昇したものの、2022年に入ると米国の利上げ観
測が高まり米国金利が上昇したことを受けて下落しました。

ハイイールド社債市場は、2021年11月上旬にかけて米国国債の金利低下に伴い上昇した後、利上げ
観測の高まりやオミクロン株の拡大懸念から11月末にかけて下落しました。2021年年末にかけてはオ
ミクロン株への過度な警戒感が後退したことから上昇しましたが、2022年に入ると弱含みました。

当ファンドのポートフォリオ � （2021年10月5日～2022年1月17日）

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持しました。
また、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」にも投資を行い

ました。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）】
SDGs＊達成に貢献する発行体等を選別するトップダウンアプローチにより、長期的な観点から事業

存続可能性の高い発行体を抽出し、幅広い債券セクターから魅力度の高い投資機会を追求して運用しま
した。

その結果、セクター配分においては、ハイイールド社債や投資適格社債などを上位としました。国別
配分においては、米国などを上位としました。

＊�「SDGs(エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標)」とは、貧
困や不平等、環境破壊などの様々な問題を解決することを目指す、世界共通の目標です。17の目標
(GOALs)と、より具体的な169のターゲットから構成されています。2015年9月の国連サミットで、
2016年から2030年までの国際目標として採択されました。
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【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資することにより、信託財

産の成長を図ることを目標とし、日本国債の長期国債先物への投資を行いました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当ファンドは特定の指数を上回ることを目指す運用を行っていないため、ベンチマークおよび参考指

数を設けておりません。

基準価額

基準価額（期別騰落率）
（％）

-1.4

-1.2

-1.0

-0.8

-0.6

-0.4

-0.2

0.0

0.2

第1期
2021/10/15

第2期
2021/11/15

第3期
2021/12/15

第4期
2022/1/17

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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分配金 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当作成期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。

なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて
運用を行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第１期 第２期 第３期 第４期

2021年10月５日～
2021年10月15日

2021年10月16日～
2021年11月15日

2021年11月16日～
2021年12月15日

2021年12月16日～
2022年１月17日

当期分配金 － － － －
（対基準価額比率） －％ －％ －％ －％

当期の収益 － － － －
当期の収益以外 － － － －

翌期繰越分配対象額 － 1 58 58
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

今後の運用方針

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持します。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）】
パンデミック下の金融市場では、金融緩和による低金利と財政刺激による景気支援という二本柱の政

策が市場を下支えしてきました。今後市場では、米国における資産購入の縮小など金融・財政の政策動
向に加え、パンデミックのサイクルと実体経済の回復といった循環要因などが注目されます。足元では
オミクロン株の感染拡大が懸念されるなど不確実性が高い環境下、様々な債券セクターを投資対象とす
ることで攻めと守りの両方の局面に対応する方針です。市場環境に応じてより魅力的な債券セクターに
重点的に資産配分を行うことで、相対的に高い格付けと好利回りの両立を目指します。また、グローバ
ル社会が強くコミットしているSDGs(持続可能な開発目標)達成への貢献度を考慮することで、環境変
化への対応に優れ事業が存続する可能性が高い企業や、サステナブルな社会を実現する国などの発行体
を選別して投資します。こうした発行体の債券は、長期的な信用力の安定が見込めるほか、投資家の需
要の高まりの恩恵を受けやすいとみています。引き続き、環境または社会志向等の持続可能な投資テー
マに積極的に取り組む世界各国の発行体の債券に投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して
運用を行います。
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【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
引き続き、主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資を行います。

（注）将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。

お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2032年1月15日まで（信託設定日：2021年10月5日）。
運 用 方 針 日本を含む世界各国の債券等を実質的な主要投資対象とし、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・ 
世界ＳＤＧｓ債券ファンド 

（毎月決算型・為替ヘッジあり）

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポー
トフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）を主要投資対象とします。
このほか、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」
の受益証券にも投資を行います。なお、短期有価証券および短期金融商品等に直接
投資する場合があります。

ＡＢ SICAV I- サステナブル・ 
インカム・ポートフォリオ  
クラスS1QGシェアーズ 

（為替ヘッジあり）

日本を含む世界各国の債券等

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イン デ ックス・ 
マザーファンド

わが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物

運 用 方 法

・�主要投資対象ファンドへの投資を通じて、主に環境または社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り
組んでいると考えられる、世界各国の様々な発行体の債券等に投資します。

・�主要投資対象ファンドの運用は、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーが行います。
＊アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）には、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーとその傘下の関連会社を含みます。

・�世界の債券市場から、AB独自のSDGs分析を活用し、より魅力的な投資機会を追求します。
・�主要投資対象ファンドにおいて、原則として同クラスの純資産総額を米ドル換算した額と同額程度の「米ドル

売り／円買い」の為替取引を行い、対円での為替変動リスクの軽減を図ります。
・�当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式により運用を行います。

分 配 方 針

原則として、毎決算時（毎月15日。休業日の場合は翌営業日）に、以下の方針に基づき分配を行います。
・�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・�収益分配金額は、委託者が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、将来の収益分配金の支

払いおよび金額について保証するものではなく、分配対象額が少額の場合等には、分配を行わない場合もあり
ます。

・留保金の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）

-40
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年1月末～2021年12月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 － 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 － △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 4.0 △ 7.9 △ 9.4
平均値 － 10.6 16.8 13.9 0.1 3.3 4.0

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2017年1月～2021年12月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、運用期間が1年未満であるため掲載しておりません。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P44の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2022年1月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第4期末

％
ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラス
S1QGシェアーズ（為替ヘッジあり） 97.9

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

投資信託受益証券
97.9％

投資信託受益証券
97.9％

親投資信託受益証券
0.0％

その他
2.1％

○国別配分

ルクセンブルグ
97.9％

ルクセンブルグ
97.9％

日本
0.0％

その他
2.1％

○通貨別配分

円
97.9％
円

97.9％

その他
2.1％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第1期末 第2期末 第3期末 第4期末
2021年10月15日 2021年11月15日 2021年12月15日 2022年1月17日

純 資 産 総 額 1,099,930円 8,747,473円 47,861,808円 50,953,355円
受 益 権 総 口 数 1,103,513口 8,786,387口 48,310,370口 52,022,981口
1万口当たり基準価額 9,968円 9,956円 9,907円 9,794円

（注）当作成期間（第1期～第4期）中における追加設定元本額は51,025,482円、同一部解約元本額は2,501円です。
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アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジなし）
運用経過

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジなし）(以下「当
ファンド」ということがあります。)の運用状況をご報告いたします。

作成期間中の基準価額等の推移 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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2021/10/5 2021/10/15 2021/11/15 2021/12/15 2022/1/17

設 定 日：10,000円
第 4 期末：10,039円（既払分配金（税込み）：0円）
騰 落 率： 0.4％（分配金再投資ベース）

（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）分配金再投資基準価額は、当初設定日（2021年10月5日）の値が基準価額と同一となるように指数化しております。

○基準価額等の推移
当ファンドの基準価額(分配金(税込み)再投資)は当初設定日比0.4％※の上昇となりました。

※�基準価額の騰落率は、各決算期末の税込み分配金を当該決算日の基準価額で全額再投資したと仮定した場合のパフォーマンスを示しています。税金、手数料等
を考慮しておりませんので、投資家の皆様の実際の投資成果を示すものではありません。

○基準価額の主な変動要因
当ファンドは、主としてルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・

ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」への投資を通じて運用を行います。当作
成期における基準価額の主な変動要因は次のとおりです。
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上昇要因：円安ドル高となったこと

下落要因：保有している投資適格社債やハイイールド社債の価格下落

１万口当たりの費用明細 � （2021年10月5日～2022年1月17日）

項 目 第１期～第４期 項 目 の 概 要金 額 比 率
円 ％

（a） 信 託 報 酬 18 0.182 （a）�信託報酬＝作成期間中の平均基準価額×信託報酬率

（ 投 信 会 社 ） （ 2） （0.016）    委託した資金の運用、基準価額の算出等の対価

（ 販 売 会 社 ） （16） （0.158） 購入後の情報提供、交付運用報告書等各種書類の送付、口座内でのファン
ドの管理および事務手続き等の対価

（ 受 託 会 社 ） （ 1） （0.008） 運用財産の管理、投信会社からの指図の実行の対価

（b） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.000 （b）�売買委託手数料＝作成期間中の売買委託手数料÷作成期間中の平均受益
権口数

（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （ 0） （0.000） 売買委託手数料は、組入金融商品等の売買の際に売買仲介人に支払う手数料

（c） そ の 他 費 用 3 0.027 （c）�その他費用＝作成期間中のその他費用÷作成期間中の平均受益権口数

（ そ の 他 ） （ 3） （0.027） その他は、監査法人等に支払うファンドの監査に係る費用、信託財産に関
する租税、信託事務の処理に要する諸費用、受益権の管理事務に係る費用、
印刷業者等に支払う法定書類の作成・印刷・交付および届出に係る費用等

合 計 21 0.209

作成期間中の平均基準価額は、10,139円です。
（注）作成期間中の費用（消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示）は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算出した

結果です。
（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均基準価額は円未満切り捨て。
（注）売買委託手数料およびその他費用は、当ファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものを含みます。
（注）各項目の費用は、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）が支払った費用を含みません。
（注）組入投資信託証券の直近の計算期末時点における「1万口当たりの費用明細」が取得できるものについては「組入ファンドの概要」に表示することとして

おります。
（注）各比率は、1万口当たりのそれぞれの費用金額（円未満の端数を含む）を作成期間中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第3位

未満は四捨五入してあります。
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（参考情報）
◯総経費率

作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数料お
よび有価証券取引税を除く。）を作成対象期間の平均受益権口数に作成対象期間の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.23％です。

総経費率
1.23％ 当ファンド

0.73％
当ファンド
0.73％

投資先
ファンド
0.50％

投資先
ファンド
0.50％

運用管理費用
（投信会社）
0.06％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用
（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.03％

その他費用
0.09％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用
0.50％

運用管理費用以外
0.00％

（単位：％）

総経費率（①＋②＋③） 1.23

①当ファンドの費用の比率 0.73

②投資先ファンドの運用管理費用の比率 0.50

③投資先ファンドの運用管理費用以外の比率 0.00

（注）当ファンドの費用は１万口当たりの費用明細において用いた簡便法により算出したものです。
（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手数料および有価証券取引税を含みません。
（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）投資先ファンドとは、当ファンドが組み入れている投資信託証券（親投資信託を除く。）です。
（注）当ファンドの費用は、親投資信託が支払った費用を含み、投資先ファンドが支払った費用を含みません。
（注）当ファンドの費用と投資先ファンドの費用は、計上された期間が異なる場合があります。
（注）上記の前提条件で算出したものです。このため、これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生した費用の比率とは異なります。
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最近5年間の基準価額等の推移 � （2017年1月16日～2022年1月17日）

純資産総額（右軸）基準価額（左軸） 分配金再投資基準価額（左軸）

（円） （百万円）
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（注）分配金再投資基準価額は、分配金（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、ファンド運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
（注）分配金を再投資するかどうかについてはお客様がご利用のコースにより異なります。また、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。したがって、

お客様の損益の状況を示すものではありません。
（注）当ファンドの当初設定日は2021年10月5日です。

2021年10月5日 2022年1月17日
設定日 決算日

基準価額 （円） 10,000 10,039
期間分配金合計（税込み） （円） － 0
分配金再投資基準価額騰落率（％） － 0.4
純資産総額� （百万円） 1 23

（注）上記騰落率は、小数第2位を四捨五入して表示しております。
（注）純資産総額の単位未満は切り捨てて表示しております。
（注）設定日の基準価額は当初設定時の金額、純資産総額は当初設定元本総額を表示しており、2022年1月17日の騰落率は当初設定日との比較です。

●ベンチマークおよび参考指数に関して
当ファンドの運用方針に類似した適切な指標が存在しないため、ベンチマークおよび参考指数を設けており
ません。

34

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（毎月決算型・為替ヘッジなし）

交付_90039_110846_47_48_49_20220117_七校_アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド_901021.indd   34 2022/03/07   11:34:05



投資環境 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当作成期の投資適格社債市場は、2021年10月半ばにかけて比較的堅調な企業決算を受けて上昇しま

した。その後はレンジで推移し、12月初旬にかけて新型コロナウイルス変異株(オミクロン株)への警
戒感などから下落しました。その後、再び上昇しましたが、2022年に入ると米国の利上げ観測が高まっ
たことを背景に下落しました。

新興国債券市場は、2021年11月上旬にかけて欧米の堅調な株式市場の流れを受けて上昇した後、欧
州の新型コロナウイルス感染拡大に伴うロックダウンへの警戒感や、オミクロン株が確認されたことな
どが嫌気され11月末にかけて下落しました。その後上昇したものの、2022年に入ると米国の利上げ観
測が高まり米国金利が上昇したことを受けて下落しました。

ハイイールド社債市場は、2021年11月上旬にかけて米国国債の金利低下に伴い上昇した後、利上げ
観測の高まりやオミクロン株の拡大懸念から11月末にかけて下落しました。2021年年末にかけてはオ
ミクロン株への過度な警戒感が後退したことから上昇しましたが、2022年に入ると弱含みました。

円ドル相場は、円安ドル高となりました。
2021年11月下旬にかけて米国の早期利上げ観測が高まったことを背景に円安ドル高基調で推移した後、

オミクロン株の感染拡大懸念から円が買い戻されました。2022年初にかけては、米国のテーパリング加
速観測が高まり再び円安ドル高基調となりましたが、その後米国株式市場が下落するなど投資家のリス
ク回避姿勢が強まり、円がやや戻しました。

当ファンドのポートフォリオ � （2021年10月5日～2022年1月17日）

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持しました。
また、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」にも投資を行い

ました。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）】
SDGs＊達成に貢献する発行体等を選別するトップダウンアプローチにより、長期的な観点から事業

存続可能性の高い発行体を抽出し、幅広い債券セクターから魅力度の高い投資機会を追求して運用しま
した。

その結果、セクター配分においては、ハイイールド社債や投資適格社債などを上位としました。国別
配分においては、米国などを上位としました。
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＊�「SDGs(エスディージーズ：Sustainable Development Goals＝持続可能な開発目標)」とは、貧
困や不平等、環境破壊などの様々な問題を解決することを目指す、世界共通の目標です。17の目標
(GOALs)と、より具体的な169のターゲットから構成されています。2015年9月の国連サミットで、
2016年から2030年までの国際目標として採択されました。

【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資することにより、信託財

産の成長を図ることを目標とし、日本国債の長期国債先物への投資を行いました。

当ファンドのベンチマークとの差異 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当ファンドは特定の指数を上回ることを目指す運用を行っていないため、ベンチマークおよび参考指

数を設けておりません。

基準価額

基準価額（期別騰落率）
（％）

-1.5
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第1期
2021/10/15

第2期
2021/11/15

第3期
2021/12/15

第4期
2022/1/17

（注）基準価額の騰落率は分配金込みです。
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分配金 � （2021年10月5日～2022年1月17日）
当作成期の収益分配については、長期的な信託財産の成長を目指す観点から、見送ることとしました。

なお、収益分配に充てなかった利益については、信託財産内に留保し、「運用の基本方針」に基づいて
運用を行います。

○分配原資の内訳
	 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項 目
第１期 第２期 第３期 第４期

2021年10月５日～
2021年10月15日

2021年10月16日～
2021年11月15日

2021年11月16日～
2021年12月15日

2021年12月16日～
2022年１月17日

当期分配金 － － － －
（対基準価額比率） －％ －％ －％ －％

当期の収益 － － － －
当期の収益以外 － － － －

翌期繰越分配対象額 160 169 156 156
（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファンドの収益率とは異なります。
（注）「当期の収益」、「当期の収益以外」は小数以下切り捨てで算出しているため合計が「当期分配金」と一致しない場合があります。
（注）上記表は、経費控除後の数値です。

今後の運用方針

【当ファンド】
ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラ

スS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」を主要投資対象とし、投資割合は高位を維持します。

【ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）】
パンデミック下の金融市場では、金融緩和による低金利と財政刺激による景気支援という二本柱の政

策が市場を下支えしてきました。今後市場では、米国における資産購入の縮小など金融・財政の政策動
向に加え、パンデミックのサイクルと実体経済の回復といった循環要因などが注目されます。足元では
オミクロン株の感染拡大が懸念されるなど不確実性が高い環境下、様々な債券セクターを投資対象とす
ることで攻めと守りの両方の局面に対応する方針です。市場環境に応じてより魅力的な債券セクターに
重点的に資産配分を行うことで、相対的に高い格付けと好利回りの両立を目指します。また、グローバ
ル社会が強くコミットしているSDGs(持続可能な開発目標)達成への貢献度を考慮することで、環境変
化への対応に優れ事業が存続する可能性が高い企業や、サステナブルな社会を実現する国などの発行体
を選別して投資します。こうした発行体の債券は、長期的な信用力の安定が見込めるほか、投資家の需
要の高まりの恩恵を受けやすいとみています。引き続き、環境または社会志向等の持続可能な投資テー
マに積極的に取り組む世界各国の発行体の債券に投資することで、信託財産の長期的な成長を目指して
運用を行います。
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【アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド】
引き続き、主としてわが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物に投資を行います。

（注）将来の市場環境の変動等により、当該運用方針が変更される場合があります。

お知らせ
該当事項はございません。

当ファンドの概要

商 品 分 類 追加型投信／内外／債券
信 託 期 間 2032年1月15日まで（信託設定日：2021年10月5日）。
運 用 方 針 日本を含む世界各国の債券等を実質的な主要投資対象とし、信託財産の長期的な成長を目指して運用を行います。

主要投資対象

アライアンス・バーンスタイン・ 
世界ＳＤＧｓ債券ファンド 

（毎月決算型・為替ヘッジなし）

ルクセンブルグ籍円建外国投資証券「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポー
トフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）を主要投資対象とします。
このほか、「アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド」
の受益証券にも投資を行います。なお、短期有価証券および短期金融商品等に直接
投資する場合があります。

ＡＢ SICAV I- サステナブル・ 
インカム・ポートフォリオ  
クラスS1QGシェアーズ 

（為替ヘッジなし）

日本を含む世界各国の債券等

アライアンス・バーンスタイン・ 
日 本 債 券 イン デ ックス・ 
マザーファンド

わが国の国債および国内外の主要取引所に上場する債券先物

運 用 方 法

・�主要投資対象ファンドへの投資を通じて、主に環境または社会志向等の持続可能な投資テーマに積極的に取り
組んでいると考えられる、世界各国の様々な発行体の債券等に投資します

・�主要投資対象ファンドの運用は、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーが行います。
＊�アライアンス・バーンスタイン（以下、「AB」）には、アライアンス・バーンスタイン・エル・ピーとその傘下の関連会社を含みます。

・�世界の債券市場から、AB独自のSDGs分析を活用し、より魅力的な投資機会を追求します。
・�実質的な組入外貨建資産については、原則として対円での為替ヘッジを行いません。
・�当ファンドは、ファンド・オブ・ファンズ方式により運用を行います。

分 配 方 針

原則として、毎決算時（毎月15日。休業日の場合は翌営業日）に、以下の方針に基づき分配を行います。
・�分配対象額の範囲は、経費控除後の利子・配当等収益および売買益（評価益を含みます。）等の全額とします。
・�収益分配金額は、委託者が基準価額水準、市場動向等を勘案して決定します。ただし、将来の収益分配金の支

払いおよび金額について保証するものではなく、分配対象額が少額の場合等には、分配を行わない場合もあり
ます。

・�留保金の運用については、特に制限を設けず、「基本方針」および「運用方法」に基づいて運用を行います。
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（参考情報）

○当ファンドと代表的な資産クラスとの騰落率の比較

最大値（当ファンド） 最大値 最小値（当ファンド） 最小値 平均値

（％）
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当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

（2017年1月末～2021年12月末）

（単位：％）
当ファンド 日本株 先進国株 新興国株 日本国債 先進国債 新興国債

最大値 － 42.1 59.8 62.7 5.4 11.4 19.3
最小値 － △ 16.0 △ 12.4 △ 19.4 △ 4.0 △ 7.9 △ 9.4
平均値 － 10.6 16.8 13.9 0.1 3.3 4.0

（注）上記グラフは、当ファンドおよび他の代表的な資産クラスについて、2017年1月～2021年12月の5年間の各月末における直近1年間の騰落率の最大・
最小・平均を表示し、定量的に比較できるように作成したものです。なお、すべての資産クラスが当ファンドの投資対象とは限りません。

（注）当ファンドの年間騰落率は分配金再投資基準価額に基づき計算した騰落率ですので、実際の基準価額に基づき計算した年間騰落率とは異なる場合
があります。

（注）当ファンドにつきましては、運用期間が1年未満であるため掲載しておりません。

《各資産クラスの指数》
日 本 株……TOPIX（東証株価指数、配当込み）
先進国株……MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
新興国株……MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
日本国債……NOMURA － BPI国債
先進国債……FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
新興国債……JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）

※各指数についての説明は、P44の「代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について」をご参照ください。

（注）海外の指数は、為替ヘッジなしによる投資を想定して、円換算しております。
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当ファンドのデータ
組入資産の内容 � （2022年1月17日現在）

○組入上位ファンド
銘 柄 名 第4期末

％
ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラス
S1QGシェアーズ（為替ヘッジなし） 97.4

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド 0.0
組入銘柄数 2銘柄

（注）組入比率は純資産総額に対する評価額の割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。

○資産別配分

投資信託受益証券
97.4％

投資信託受益証券
97.4％

親投資信託受益証券
0.0％

その他
2.6％

○国別配分

ルクセンブルグ
97.4％

ルクセンブルグ
97.4％

日本
0.0％

その他
2.6％

○通貨別配分

円
97.4％
円

97.4％

その他
2.6％

（注）比率は当ファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。

純資産等

項 目 第1期末 第2期末 第3期末 第4期末
2021年10月15日 2021年11月15日 2021年12月15日 2022年1月17日

純 資 産 総 額 7,208,451円 11,407,059円 19,140,675円 23,250,145円
受 益 権 総 口 数 7,094,508口 11,217,436口 18,935,434口 23,159,569口
1万口当たり基準価額 10,161円 10,169円 10,108円 10,039円

（注）当作成期間（第1期～第4期）中における追加設定元本額は22,659,745円、同一部解約元本額は500,176円です。
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組入上位ファンドの概要

ＡＢ SICAV I– サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）

「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジあり）」
は2021年6月11日設定であり、2022年1月17日現在初回の決算を迎えていないため、記載すべき事項
はありません。

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（為替ヘッジあり）
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ＡＢ SICAV I– サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）

「ＡＢ SICAV I- サステナブル・インカム・ポートフォリオ クラスS1QGシェアーズ（為替ヘッジなし）」
は2021年6月11日設定であり、2022年1月17日現在初回の決算を迎えていないため、記載すべき事項
はありません。

アライアンス・バーンスタイン・世界ＳＤＧｓ債券ファンド（為替ヘッジなし）
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アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド
当マザーファンドの当計算期間の運用経過等については、「運用報告書（全体版）」をご覧ください。運用報告書（全体版）の入手方法は、表紙ページの一番下の段に記載しております。

（円）

11,700

11,800

11,900

12,000

12,100

12,200

期首
当期末

2020/7 2020/9 2020/11 2021/1 2021/3 2021/5

（2020年6月16日～2021年6月15日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2020年6月16日～2021年6月15日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.003
（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （0） （0.003）

（b） そ の 他 費 用 1 0.004
（ そ の 他 ） （1） （0.004）

合 計 1 0.007
期中の平均基準価額は、11,951円です。

（注）上記項目の概要につきましては、運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均
基準価額は円未満切り捨て。

（注）各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)
を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第３位未満は四捨五入してあります。

○現物資産上位10銘柄 （2021年6月15日現在）

銘 柄 名 業種/種別等 通 貨 国（地域） 比 率
％

１ 第922回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.2
2 第916回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.2
３ 第99８回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.0
4 － － － － －
5 － － － － －
6 － － － － －
7－ － － － －
8－ － － － －
9－ － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 ３銘柄

○派生商品上位10銘柄 （2021年6月15日現在）

銘 柄 名 業種/種別等 通 貨 国（地域） 比 率
％

１ 長期国債標準物先物 債券先物（買建） 円 日本 100.0
2 － － － － －
３ － － － － －
4 － － － － －
5－ － － － －
6－ － － － －
7－ － － － －
8－ － － － －
9－ － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 １銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しております。

【資産別配分】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
（％）

現物資産 派生商品

国内債券
75.3％

現金その他
24.7％

国内債券
先物
100.0％

現金その他
0.0％

【国別配分】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
（％）

日本

【通貨別配分】

0.0

20.0

40.0

60.0

80.0

100.0

120.0
（％）

円
（注）比率は当マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
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＜代表的な資産クラスとの騰落率の比較に用いた指数について＞

○TOPIX（東証株価指数、配当込み）
TOPIX（東証株価指数、配当込み）は、東京証券取引所第一部に上場している国内普通株式全銘柄を対象とし
て算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、TOPIXに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は
東京証券取引所に帰属します。

○MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）
MSCI － KOKUSAI インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、日本を除く世界の先進
国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的財
産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）
MSCIエマージング・マーケット・インデックス（配当込み、円ベース）は、MSCI Inc.が開発した、世界の新
興国の株式を対象として算出した指数で、配当を考慮したものです。なお、MSCI Indexに関する著作権、知的
財産権その他一切の権利は、MSCI Inc.に帰属します。

○NOMURA － BPI国債
NOMURA － BPI国債は、野村證券株式会社が発表している日本の国債市場の動向を的確に表すために開発さ
れた投資収益指数です。なお、NOMURA － BPI国債に関する著作権、商標権、知的財産権その他一切の権利は、
野村證券株式会社に帰属します。

○FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）
FTSE世界国債インデックス（除く日本、円ベース）は、FTSE Fixed Income LLCにより運営され、日本を除
く世界主要国の国債の総合収益率を各市場の時価総額で加重平均した指数です。なお、FTSE世界国債インデッ
クスに関する著作権等の知的財産権その他一切の権利は、FTSE Fixed Income LLCに帰属します。

○JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス－エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファイド（円ベース）
JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッツ・グローバル・ダイバーシファ
イド（円ベース）は、J.P. Morgan Securities LLCが算出、公表している、新興国が発行する現地通貨建て国
債を対象にした指数です。なお、JPモルガン・ガバメント・ボンド・インデックス － エマージング・マーケッ
ツ・グローバル・ダイバーシファイドに関する著作権、知的財産権その他一切の権利は、J.P. Morgan 
Securities LLCに帰属します。

アライアンス・バーンスタイン・日本債券インデックス・マザーファンド
当マザーファンドの当計算期間の運用経過等については、「運用報告書（全体版）」をご覧ください。運用報告書（全体版）の入手方法は、表紙ページの一番下の段に記載しております。

（円）

11,700

11,800

11,900

12,000

12,100

12,200

期首
当期末

2020/7 2020/9 2020/11 2021/1 2021/3 2021/5

（2020年6月16日～2021年6月15日）
【基準価額の推移】 【１万口当たりの費用明細】

（2020年6月16日～2021年6月15日）

項 目 当 期
金 額 比 率

円 ％
（a） 売 買 委 託 手 数 料 0 0.003
（ 先 物 ・ オ プ シ ョ ン ） （0） （0.003）

（b） そ の 他 費 用 1 0.004
（ そ の 他 ） （1） （0.004）

合 計 1 0.007
期中の平均基準価額は、11,951円です。

（注）上記項目の概要につきましては、運用報告書（全体版）をご参照ください。
（注）期中の費用(消費税等の課されるものは消費税等相当額を含めて表示)

は、追加・解約により受益権口数に変動があるため、簡便法により算
出した結果です。

（注）各金額は各項目ごとに円未満は四捨五入してあります。ただし、平均
基準価額は円未満切り捨て。

（注）各比率は、１万口当たりのそれぞれの費用金額(円未満の端数を含む)
を期中の平均基準価額で除して100を乗じたもので、項目ごとに小数
第３位未満は四捨五入してあります。

○現物資産上位10銘柄 （2021年6月15日現在）

銘 柄 名 業種/種別等 通 貨 国（地域） 比 率
％

１ 第922回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.2
2 第916回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.2
３ 第99８回国庫短期証券 国債証券 円 日本 25.0
4 － － － － －
5 － － － － －
6 － － － － －
7－ － － － －
8－ － － － －
9－ － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 ３銘柄

○派生商品上位10銘柄 （2021年6月15日現在）

銘 柄 名 業種/種別等 通 貨 国（地域） 比 率
％

１ 長期国債標準物先物 債券先物（買建） 円 日本 100.0
2 － － － － －
３ － － － － －
4 － － － － －
5－ － － － －
6－ － － － －
7－ － － － －
8－ － － － －
9－ － － － －
10 － － － － －

組入銘柄数 １銘柄
（注）比率は、純資産総額に対する割合です。
（注）組入銘柄に関する詳細な情報等につきましては、運用報告書（全体版）に記載しております。
（注）国（地域）につきましては発行国を表示しております。

【資産別配分】
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（％）

現物資産 派生商品

国内債券
75.3％

現金その他
24.7％

国内債券
先物
100.0％

現金その他
0.0％

【国別配分】
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（％）

日本

【通貨別配分】
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120.0
（％）

円
（注）比率は当マザーファンドの純資産総額に対する割合です。
（注）国別配分につきましては発行国を表示しております。
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